
第１学年 総合的な学習の時間（人権）学習指導案 
１ 主 題 人間らしい生き方を求めて 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

自分自身の差別意識に気付き，自分らしい生き方とはどうあるべきかを考え，自らの 

生活を豊かにしようとする態度を育てる。 

４ 指導計画 

「自分以下を求める心」（わたしの願い） 

（総合的な学習の時間）２時間 

 

・誰しも自分以下を求める心があることに気付かせる。 

・今の自分以上をめざしていこうとする態度を育てる。 

「牛のかたき打ち」（わたしの願い） 

（総合的な学習の時間）４時間（本時４/４） 

 

・差別があった歴史や身分制度，差別の四層構造を理解し，部落差
別への憤りをもたせる。 

・登場人物と自分を重ね，これからの自分の生き方を考えさせる。 

 

人権作文・人権意見発表会 

（総合的な学習の時間）５時間 

 

・人権作文を書くことにより，自分の生 

き方を見つめ，どのように行動してい 

くべきかを考えさせる。 

・様々な人権課題に関心をもち，他者の
意見から考えを深めようとする態度を
育てる。 

 

「自律的ｾﾙﾌ・ｴｽﾃｨｰﾑ育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」 

（鳴門教育大学出前授業） 

（総合的な学習の時間）４時間 

【日々の取組】 

 

・帰りの会でのスピーチ ・生活記録 ・発表者に体を向けて聞く ・つながりのある話合い活動 等 

「通勤電車でのできごと」（自作資料） 

（道徳科）１時間 

 

・誰もが過ごしやすい社会にするために相手の立場に立って考え， 

行動していこうとする態度を育てる。 

 

「日本の人権獲得の歴史」（わたしの願い） 

（総合的な学習の時間）２時間 

 

・人々がなぜ部落差別を続けてきたのかを知り，部落差別を自分自  

身の問題として捉える必要性に気付かせる。 

・部落の成り立ち等の歴史を学び，その不合理性を理解させる。 

 

「人の値うち」（わたしの願い） 

（総合的な学習の時間）２時間 

 

・「人の値うち」を外見や肩書きなどで決めつける不合理さに気付か 

せる。 

・差別意識を見抜く力を身に付け，差別をなくしていこうとする実 

践力を育てる。 

市人権講演会（講師） 

（行事）２時間 

 

・様々な個性を認めることの大切さや， 

生きることの大切さをトークや音楽を 

通じて感じさせる。 

 

「いのちの授業」（出前授業） 

（総合的な学習の時間）２時間 

 

・生命の誕生の奇跡を知り，自他の命の 

大切さに気付かせる。 

 



５ 本時の学習 

（１）目 標 

見物人や役人の姿に自分の姿を重ねることにより，自分の生き方をふり返り，差別   

をしない，許さない生き方を選択して生きていこうとする意欲を高める。 

 

（２）普遍的な学習のテーマ 差別のしくみ 

個別人権課題名    同和問題 

 

（３）展 開 

 

（４）評 価 

・今までの自分の生き方をふり返り，差別をしない，許さない生き方を自分で選択し

て生きていこうとする意欲をもつことができたか。   【価値的・態度的側面】① 

・友達の意見を受け止め，自分の考えや思いをしっかりとみんなに伝えることができ

たか。                            【技能的側面】② 

 

 

学 習 活 動 指導上の留意点 

１ 「つき人」「役人」「見物人」のそれ 

ぞれの立場について意見を発表する。 

 

 

２ 自分を見つめ，自分がどの立場にあ 

るか考える。 

 

 

 

 

 

 

３ これまでの自分の立場も含めて，こ 

れからどう生きていきたいか語り合

う。 

〇それぞれの立場を視覚化し，理解を深

められるよう工夫する。 

 

 

○発言時や他の意見を傾聴する際の注意

点について触れ，互いの意見を尊重し

ようとする雰囲気をつくる。    

○資料の中の登場人物の立場から気持ち

を考えさせるとともに，差別に対する

憤りやおろかさ，恥ずかしさに気付か

せる。             ② 

         

〇今までの自分を見つめ，自分はどう生

活していくかを考えさせる。   ① 


